
 

  

府中こども園  

ほほえみだより 
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令和 7年５月２７日 

垂井曳車山まつり 

きゅうりの苗植え 

 

入園・進級から約 2ヵ月。子どもたちは新しい環境の中で、いろいろな表情を見せてくれてい

ます。その中で笑顔を見せたり、好きな遊びや場所を見つけて遊んだりする姿が見られるように

なってきました。砂場や固定遊具、園庭の身近な草花や虫等様々な物にふれたり、園外散歩に出

かけたりしていきたいと思います。 

 地域の人と一緒にきゅうりの苗植えをしました。夏すずみとフリーダムの２種類を育てていきます。

子どもたち全員で「大きくなあれ！」と言葉をかけました。水やりや草抜きなど、お世話をしていきた

いと思います。 

 全園児で垂井曳 まつりに行きました。曳 の説明や、装飾の意味等を聞きながら、「大きいね」「ピカ

ピカだ！」とつぶやく子どもたち。垂井の伝統文化に触れることができました。 

ピカピカ！ 大きい！ 

大きくな～れ！ 



 

朝顔の種まき 

タルイピアセンターの読み聞かせ 

  垂井ピアセンターの職員が園を来園し、ぞう組で読み聞かせをしてくださいました。初めて見る

絵本や仕掛け紙芝居に、子どもたちはじっと聞きいっていました。 

 

 ぱんだ組の子どもたちがプランターに朝顔の種を蒔きました。種は、去年の朝顔から採れた種で

す。指先で土に穴を開けて、一粒ずつ摘まみながら「種って小さい！」「何色になるかなぁ？」と話

していた子どもたち。芽が出るのが楽しみです。 

 「子どもたちに多くの絵本に触れてほしい。」そ

んな思いから、保育士たちは担当のクラスはもちろ

んですが、担当ではないクラスでも絵本の読み聞か

せをしています。いろいろな絵本に触れて、『絵本

って楽しいな』『絵本見たいな』と身近に感じても

らえるよう、読み聞かせをしていきます。 

絵本の読み聞かせ 


